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福井まちなかＮＰＯ 



 

令和元年度 第１回理事会 

令和元年１０月２８日 
１７：３０～１７：５０ 

 ＜次  第＞ 
１．開会 

２．理事長挨拶 

３．議長選出 

４．審議事項 

第１号議案  総会上程議案の承認の件 

・平成３０年度（第 19 期）事業完了報告 

並びに決算書 

・令和元年度（第 20 期）事業計画（案） 

並びに予算書（案） 

・第３号議案  役員改選の件 

 

 

 

 

令和元年度 定時総会  

令和元年１０月２８日 
１９：００～１９：２５ 

 ＜次  第＞ 
１．開会 

２．理事長挨拶 

３．議長選出 

４．審議事項 

第１号議案  平成３０年度（第 19 期）事業完了報告 

並びに決算書承認の件 

 

第２号議案  令和元年度（第 20 期）事業計画（案） 

並びに予算書（案）承認の件 

 

第３号議案  役員改選の件 
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審議１－１ 

事業完了報告書 
 

特定非営利活動法人 福井まちなかＮＰＯ 
○会議 

■総会 

2018 年 11 月 9 日 LIVE ＆ BAR 13 

前年度事業報告決算報告 

新年度事業計画予算提案 

 

 

○事業 

 

1.まちづくり情報センター事業 

■県都づくりシンポジウム 

   日時：平成 30 年 11 月 24 日（土）13：30～16：30 

場所：AOSSA706-707 7 階 ふくい県民活動センター 会議室 

テーマ：『人口減少社会でも持続可能な自治体のあり方』 

 ～自治体戦略 2040 構想とは？～ 

講演 総務省自治行政局行政経営支援室長（併任）２０４０戦略室長 植田昌也 

パネルディスカッション 

発表（1） 福井県政策推進課 参事 網本 敬徳 

発表（2） 福井市 未来づくり推進局 局長 林 岳宏  

コーディネーター 永井弘明 

コメンテーター 参議院議員 経済産業大臣政務官 滝波宏文 

まとめ     大森哲男 福井県議会議員 
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■意見交換会 2019 年 8 月 23 日 14：00～16：30 加藤ビル 6階会議室 

テーマ：地方中核都市のまちなか再生戦略 

講師 経済産業省 滝波経済産業大臣政務官付秘書官 山中悠揮 

ゲスト経済産業省 経済産業大臣政務官 滝波宏文 

〇レクチャー 
   〇意見交換 
  
 
■研修会 11 月 9 日 LIVE ＆ BAR 13 

   講演会：まちづくり福井 代表取締役 岩崎正夫 

 「福井市中心市街地の動き」 

懇親会： 20 時より LIVE ＆ BAR 13 

 

2.まちづくり支援事業 

・まちづくり福井 （まちづくり交流会） 

・福井駅前商店街 （理事会・中央１丁目活性化事業）支援 

・駅前電車通り北地区における再開発 検討 

 

3．研究レポート 

・空家・空地・世帯数減少による街のスポンジ化についての研究 

・中心市街地活性化基本計画後の中心市街地の目標 

・行政・職能団体・民間協働による市街地再整備の提案 

・北陸新幹線開業時の乗り継ぎ状況 
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4.その他 会合 
 

2018 度（平成 30 年 9 月～令和元年 8月） 

2018 年 

    9 月 14 日 まちづくり福井連携会議 

9 月 17 日 駅前商店街理事会  

    9 月 20 日  福井市自転車利用環境整備計画 委員会 

10 月 2 日 大学連携 COC+会議 

10 月 15 日 駅前商店街理事会 

11 月 9 日 福井まちなか NPO 研修会・総会  

11 月 19 日 駅前商店街理事会 

11 月 24 日 県都づくりシンポジウム 

12 月 12 日 羽水高校まちづくり学習ヒアリング 

12 月 17 日 駅前商店街理事会 

12 月 25 日 再開発準備組合との協議 

2019 年 

    1 月 4 日 商工会議所 年賀会 

    1 月 17 日 福井青年会議所寿例会 

1 月 21 日 駅前商店街理事会 

2 月 7 日 大学連携 COC+会議 

2 月 18 日 駅前商店街理事会 

    2 月 21 日 大学連携 COC+会議 

    4 月 15 日 駅前商店街理事会 

    5 月 13 日 駅前商店街理事会 

5 月 23 日 中央 1丁目活性化協議会 駅前研修会 

5 月 28 日 駅前商店街総会、卓話（福井まちなか NPO 理事長 永井弘明） 

6 月 13 日 まちづくり福井連携会議 

6 月 17 日 駅前商店街理事会、駅前研修会 

6 月 20 日 えちぜん鉄道株主総会 

7 月 15 日 駅前商店街理事会 

8 月 19 日 駅前商店街理事会 

8 月 20 日 福井市自転車利用環境整備計画 委員会 
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審議１－２ 

平成３０年度 決算書 
 

平成３０年 ９月１日から 令和 元年 ８月３１日まで 

特定非営利活動法人福井まちなかＮＰＯ  

科    目 金  額 （単位：円） 

Ⅰ 経常収入の部 

 １ 会費収入 

    正会員年会費収入 

 ２ 事業収入 

    調査受託費収入 

 ３ 助成金収入 

助成金収入 

４ 雑収入 

   利息 

   経常収入合計 (Ａ) 

 

 

494,000 

 

 

494,000 

 

800,000 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,294,006 

 

800,000 

 

0 

 

6 

  

Ⅱ 経常支出の部 

 １ 事業費 

    まちなか情報センター（フォーラム） 
    まちづくり支援事業（事業支援） 

    まちづくり教育啓発事業（スクール支援） 

    まちなか産業支援事業（研究提言書） 

    まちづくり等調査委託事業 

 ２ 管理費 

    会場費 

    印刷費 

    通信費 

    消耗品費 

    地代家賃 

    雑費 

   経常支出合計 (Ｂ) 

 

 

109,288 

85,810 

0 

0 

800,000 

 

 

 

 

 

 

995,098 

 

 

 

 

 

 

212,015 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,207,113 

 

21,966 

5,960 

29,485 

33,956 

120,000 

648 

  

  経常収支差額 (Ａ－Ｂ) (Ｃ)   86,893 

Ⅲ その他資金収入の部 

 １ 固定資産売却収入 

 ２ 借入金収入 

   その他資金収入合計 (Ｄ) 

 

0  

 

 

 

0 

0 

 0 

Ⅳ その他資金支出の部 

 １ 固定資産取得支出 

 ２ 借入金返済支出 

   その他資金支出合計 (Ｅ) 

 

0 

 

 

 

 

 

 

0 

0 

 0 

  当期収支差額 (Ｃ＋Ｄ－Ｅ) (Ｆ)   86,893 

  前期繰越収支差額   676,405 

  次期繰越収支差額   763,298 
［注記］１ 借入金限度額 ０円    ２ 債務負担額  ０円 

    ３ 資金の範囲には、現金預金および借入金を除く短期金銭債権債務を含めるものとする。 

    ４ 固定資産は、取得価額３０万円超のものを計上する。減価償却の方法は、定額法による。 
 

上記の通り監査を遂げ、適法正確であったことを報告致します。 

令和 元年１０月２８日 

監事    加藤 英彦 ㊞        大島 良雄 ㊞   
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審議２－１ 

2019～20 年度の活動方針 
大阪万博が決まり、今ラグビーワールドカップで沸いている一方、隣国では政治と経済の混乱が拡大

し、北朝鮮ではミサイルの打ち上げが続いている。幸か不幸か、インバウンドの少ない福井にはさして

影響は小さいようだが、米中貿易戦争の余波は福井の製造業にも影響が出てきている。福井においては

春の統一地方選挙で新しい知事が誕生し、議員同士の対立も表面的にはノーサイドになったようだが、

一部でしこりは残っているようだ。 

2023 年春の新幹線福井開業を控えて、幾つかの地点でホテル、銀行、マンションなどの工事が進み、

三角地帯の再開発への動きが見られるが、1 階テナント未確定、廃道問題、ホールの閉鎖など課題も多

い。全国的な地価の上昇の中、福井市の中心部でも数か所の地価は上昇しているものの、周囲の商業地

地価の下落は続いている。全体としては力強さが感じられない。これにはいくつかの理由が上げられる。 

一つ目は、中心部に求められているこれからの公的機能、商業機能のあり方が定まっていないことが

上げられる。公的施設としては、核となる県庁、市役所の移転先が未定であること。物販以外の商業機

能の核が定まっていないことが上げられる。 

二つ目は、郊外に比べてまちなかの人口減少が激しく、また少子高齢化傾向が止まっていないことが

ある。福井市自体は社会的増減が 0 になりつつあり、弱いながらも県都への求心力も出てきているが、

他都市のような都心回帰の動きは見られない。まちなかの近隣商店街も消滅しかかっている。地価を見

ても中心部から 1～5ｋｍの商業地、住宅地の価格が変わらない。このことはまちなかの優位性が失われ

ていることを示している。一言でいえば稼げる街になっていないということだ。 

三つ目は、人口と産業の郊外化が止まっておらず、電車によるまちづくりを進めている福井市ではあ

るが、電車の沿線での投資、人口の回復は見られない。行政支援の無いバスは路線、便数とも減少して

いる。 

四つ目は、新幹線開業を見据えた流動人口の増加に期待したいところだが、大雪を契機とした福井市

の財政悪化で文化会館の建設が止まり、ホテルの建設以外に福井開業に向けた動きは見られない。 

 

新しい知事が誕生し、商工会議所会頭も変わり、福井市長選もあるこの時期に、現状を見据えた上で

新しいまちづくりの方針を立てなければならない。それは建物を新しくすることではなく、まちの機能

を時代に合うものに見直すことだ。福井まちなか NPO はこれまでも継続可能な街、民間が元気な稼げる

街を目指してきた。一歩先の明日を見据えて、行政を始め様々な団体、企業と連携を強化し、しっかり

とした行動に結びつく活動をしていきたい。また次世代を担う若者への支援も欠かせない。これからも、

福井が得意な人を育む、人が活きる街を目指していきたい。 

 

福井まちなか NPO 理事長 永井弘明 
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審議２－２ 

2019～2020 年度事業計画（案） 

特定非営利活動法人 福井まちなかＮＰＯ 

 
1. まちなか情報センター事業 

・ 県都づくりフォーラム・セミナーの開催 

・ 中心市街地活性化協議会参加（福井商工会議所） 

・ まちなか交通についての研究 

・ エリアマネージメントの研究 

・ エリアリノベ―ションの研究 

・ 昼間人口拡大策（オフィース支援）の研究 

・ まちなかの駐輪問題の研究 

・ 交流人口拡大を産業に結び付ける研究 

・ 地域特性を生かした特産品づくり 

・ 空き家活用・スラム化防止の研究 

 

2. まちづくり支援事業 

・ リノベーション支援 

・ 中央 1 丁目の再開発計画、優良建築物計画支援 

・ 県都デザイン事業支援 

 
3. まちづくり教育啓発事業 

・ 福井市自主研究グループ支援 

・ 大学生によるまちづくり支援 

・ 各種団体（ＪＣ、ＹＥＧ、ＮＰＯ他）よりのまちづくり支援 

 
4. まちなか産業支援事業 

・ えちぜん鉄道・福井鉄道 

・ 京福バス、タクシー 

・ 新しいまちなか産業についての研究 

・ 新しい都心インフラについての研究 

 
5. まちづくり、ＮＰＯネットワーク事業 

・ 中心市街地連携会議参加（まちづくり福井） 

・ まちづくり懇話会参加（市民団体） 

・ 市民協議会、まちづくり福井等との連携 

・ 経済同友会との連携 

・ 大学連携事業への参画 
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審議２－３ 

令和元年度 予算書（案） 

 
令和 元年 ９月 １日から 令和 ２年 ８月３１日まで 

特定非営利活動法人福井まちなかＮＰＯ 

科    目 金  額 （単位：円） 

Ⅰ 経常収入の部 

 １ 会費収入 

    正会員年会費収入 

 ２ 事業収入 

    委託事業収入 

    補助事業収入 

３ 雑収入 

   利息等 

４ 前期繰越収支差額 

   繰入金 

   経常収入合計 (Ａ) 

 

 

450,000 

 

 

450,000 

 

 

 

 

702 

 

763,298 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,214,000 

 

 

 

 

702 

 

763,298 

  

Ⅱ 経常支出の部 

 １ 事業費 

    まちなか情報センター（フォーラム） 
    まちづくり支援事業（事業支援） 

    まちづくり教育啓発事業（スクール支援） 

    まちなか産業支援事業（研究提言書） 

    まちづくりＮＰＯネットワーク事業 

 ２ 管理費 

    通信費 

    会議費 

    会場費 

    地代家賃 

    諸会費 

    雑費、手数料 

   経常支出合計 (Ｂ) 

 

 

300,000 

200,000 

170,000 

100,000 

50,000 

 

 

 

 

 

 

820,000 

 

 

 

 

 

 

300,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,120,000 

 

80,000 

30,000 

50,000 

120,000 

10,000 

10,000 

  

  経常収支差額 (Ａ－Ｂ) (Ｃ)   96,000 

Ⅲ その他資金収入の部 (Ｄ) 

 １ 固定資産売却収入 

 ２ 借入金収入 

 

   

 

Ⅳ その他資金支出の部 (Ｅ) 

 １ 固定資産取得支出 

 ２ 借入金返済支出 

 

   

 

 予備費  (Ｃ＋Ｄ－Ｅ) (Ｆ)    960,000 

 

［注記］１ 借入金限度額 ０円    ２ 債務負担額  ０円 

    ３ 資金の範囲には、現金預金および借入金を除く短期金銭債権債務を含めるものとする。 

    ４ 固定資産は、取得価額３０万円超のものを計上する。減価償却の方法は、定額法による。 
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審議３－１ 

役員改選の件 

 

役 

員 

名 

列 

（

案） 

        

（順

不同

敬称

略） 

理

事長     永 井  弘 明 

副理事長    加 藤  幹 夫 

副理事長    村 中  洋 祐 

専務理事    杉 田   尊 

常務理事    藤 田  道 男 

理 事     伊 井  彌州雄 

理 事     岩 崎  正 夫 

理 事     上 田  祐 広 

理 事     梅 田  敬 男 

理 事     古 市  三 郎 

理 事     村 北  洋 三 

理 事     山 下  晶 弘 

顧 問     大 森  哲 男 

監 事     加 藤  英 彦 

監 事     大 嶋  良 雄 

 

＜定款抜粋＞  第 4 章 役員及び職員 

 （種別および定数） 

第１３条 

 

この法人に次の役員を置く  

（１）理事 １０名以上１５名以下 

（２）監事 ２名  
 

 （選任等） 

第１４条   理事および監事は、総会において選任する。   

 （任期等） 

第１６条 
  

役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 
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参考資料 
 

総会案内会員 及び 総会出席者名簿 
 

          （順不同敬称略） 

有限会社伊井興業 石黒建設株式会社 加賀産業株式会社 

技建工業株式会社 株式会社三木組 
株式会社そごう・西武 

福井店 

福井駅前商店街振興組合 福井テレビ株式会社 福井放送株式会社 

福井フェニックスホテル 
社団法人 

福井県タクシー協会 
株式会社ﾕｱｰｽﾞﾎﾃﾙﾌｸｲ 

まちづくり福井株式会社 ＰＤＣＡサポート 青木 幹雄 

伊井 彌州雄 出田 吏市 伊藤 洋一 

上田 結介 梅田 敬男 大嶋 良雄 

大森 哲男 加藤 幹夫 加藤 英彦 

清水 智信 下畑 健二 菅生 敬一 

高原 裕一 田中 義乃 友田 剛嗣 

友田 博道 永井 弘明 西本 恵一 

野嶋 祐記 藤田 道男 古市 三郎 

堀川 秀樹 松葉 英里 松葉 拓渡 

水島 秀晃 宮永 真孝 村北 洋三 

村中 洋祐 山下 晶弘 吉岡 正修 

四ツ井 昌子 山内 光一郎 山内 紀宏 

杉田  尊   

以上１４団体・３５個人 
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本日はご多用の中、総会にご出席いただき、ありがとうございます。 


